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この 記事 は 、 英語 版 『SPARTACIST』 67 号 (2022 
年 8 月 ) か ら 翻訳 され た も の で ある 。 


2019 年 に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 (Covid-19) の 勃 
発 以来 、 中 国 は 世界 で 最も 過酷 で 暗黒 卿 に 似 た ロッ クダ ウ 
ン の 幾つ か の 現場 と な っ て きた 。 数 千 万 の 人 々 が 何 週 間 も 
続け て 閉じ 込め られ 、 最も 基本 的 な 生活 必需 品 に 不足 し 、 
絶え ず 警 察 の 弾圧 下 に 置か れ て きた 。 中 国 は また 、 こ の ウ 
イル ス と 闘う た め に 、 最も 目覚 まし く 資源 を 動員 する 現場 と 
な っ て きた 。 医療 機器 の 生産 は 劇 的 に 増産 され 、 病 院 が 用 
日 で 建設 され 、 何 生 人 も の 医療 スタ ッ フ が 危機 的 状況 に あ 
る 地域 へ と 移さ れ た 。 


この こと は 、 中 国 の 根深い 矛盾 し た 性 格 を 浮き 彫り に し 
て いる 。 中 国 は 資本 主義 国家 で は な く 人 歪曲 され た 労働 者 国 
家 で ある 。 国家 は 、 一 方 で は 、 依然 と し て 1949 年 の 革命 の 
獲得 物 に 基づい て いる 。 この 革命 は 、 帝 国 主義 か ら 中 国 を 
解放 し 計画 経済 を 確立 させ た 。 他方 で 、 こ の 国 は 、 中 国共 
産 党 に 率い られ た 官僚 カー スト に よっ て 支配 され て いる 。 そ 
し て この 官僚 カー スト は 、 労働 者 階級 を 抑圧 し 革命 の 獲得 
物 を 掘り 月 し て いる 。 米国 と その 同盟 諸国 が 中 国 に 対す る 
軍事 的 、 経済 的 な 威 跡 を 絶え ず 増 大 させ 、 中 国 国内 の 社会 
的 な 諸 矛 盾 が 限界 点 に まで 高まっ て いる 。 こう し た 中 で 、 マ 
ルク ス 主 義 者 に と っ て は 次 の こと は これ まで 以上 に 重要 で 
ある 。 つ まり 中 国 に つい て 正しい 理解 を 持つ こと 、 そ し て パ 
ン デ ミッ ク の 中 で 中 国労 働 者 と 国際 的 な 労働 者 階級 全体 
の 事業 を 前 進 さ せる 綱領 の た め に 聞 う こと 、 これ で ある 。 


これ まで の と ころ 、 マ ルク ス 主 義 左 細 は この 任務 で 完 
全 に 稚 敗 し て いる 。 パン デミ ッ ク の 初期 段階 で は 、 中 国共 
産 党 に よる 厳し い ロ ッ ク ダ ウン 、 渡航 禁止 、 大 規模 検査 と 
いっ た 「 ゼ ロコ ロナ 」 政策 は 、 ス ター リ ニ ス ト か ら 社 会 民主 
主義 者 や いわ ゆる トロ ツキ スト に 至る 全 左 細 に と っ て 、 模 
範 で あっ た 。 世界 中 の 腐朽 化し た 資本 家 階 級 が 適切 に 何 


(労働 組合 員 に よる 印刷 ) “* 


ら 手 を 打つ こと が で き な い な か で 、 中 国 の 官僚 は 進 び べき 
方 向 を 示し て いる と し て 国際 的 に 称賛 され た 。 国際 共産 
主義 者 同盟 (ICL) も 例外 で は な か っ た 。 我々 が 「 中 国 は 
コロ ナウ イル ス を 封じ 込め る た め 動 員 す る 」(『Workers 
Vanguard』 1171 号 、 2020 年 3 月 6 日 ) の 中 で 記し た こと 
は 、 詳細 に 引用 する の に 値する 。 


「 当 初 の 官僚 に よる 遅 鈍 や 明らか な 隠蔽 に も か か わ 
ら ず 、 北京 は 、 隔離 、 約 6.000 万 人 の 地域 の ロッ クダ ウ 
ン 、 厳し い 旅行 制限 、 そ し て 国内 の 多く で 工場 や 学校 
の 閉鎖 を 通じ て 、 コ ロナ の 封じ 込め に 超人 的 な 努力 を 
払っ て きた 。 」 


「 中 国政 府 は また 、 こ の 病気 と 闘う た め に か な り の 医 
療 と その 他 の 資源 を 割り 当て た 。 こう し た 対策 は ある 
程度 の 成功 を 収め た よう で あり 、 国内 の 新規 感染 者 数 
の 割合 は 減少 し 始め て いる 。 武漢 や 中 国 の 他 の 都市 
に 赴 い た 世界 保健 機関 WHO) 代表 団 の 団長 は 、 中 
国 の 『 全 政府 的 、 全社 会 的 な 取り 組み 方 』 を 史上 『 最 
も 壮大 で か つづ 機敏 で ある 』 と 称賛 し た …。 」 


「 こ うし て 、 中 国 に よる Covid-19 と 闘う 対策 は 、 遅れ 
は し た が 、 極め て 必要 な も の だ っ た 。 」 


こう し た くだ り は 中 国共 産 党 の 政策 へ の 無 批 判 的 な 支 
持 に 他 な ら な い 。 無 批判 で ある と いう 理由 は 、 我々 の 官僚 
に 対す る 批判 が 、 最初 は 官僚 が 隠蔽 工作 を し 、 そ の 後 で 対 
系 が 「 遅 れ た 」 と いう こと だ け だ か ら で あ る 。 し か し 「 北 京 」 

(つま りら 中央 政府 ) が よう や く 動 き 出し た と き 、 中 国共 産 党 
に 対す る 我々 の 見 解 の 相違 は 消え て し まっ た 。 異様 な ほど 
ひど いこ と に は 、 こ の 記事 は 中 国共 産 党 を ほめ た た える た 
め WHO に 信頼 を 寄せ て いる の だ 。 その WHO は 帝国 主義 国 
連 (UN) の 片腕 と な っ て いる 機関 で ある 。 我々 は この 記事 
と 手 を 切り 、 拒絶 する 。 この 記事 は トロ ツキ スト の 原則 に 対 
する 裏切り だ っ た 。 


資本 主義 諸国 が ロッ クダ ウン か ら 「 ウ イル ス と の 共存 」 
と いう 戦略 に 移行 し た 一 方 で 、 中 国共 産 党 は その 反動 的 な 
「 ゼ ロコ ロナ 」 戦略 に 強く 固執 し 続け て いる 。 この こと は 
帝国 主義 諸 大 国 が 自国 の 経済 成長 に 影響 た 及ぼ す と 感じ 
て お り 、 現在 、 そ の 諸 大 国 の 篤 り を 引き 起こ し て いる 。 その 
帝国 主義 諸 大 国 と 足並み 揃え て 、「 社 会 主義 」 左翼 の 大 多 
数 が 、 国際 的 に 現在 180 度 転換 し て 中 国 の 政策 を 非難 する 
か 、 あ る い は この 問題 に 関し て た だ 単に だ ん まり を 決め 込 
ん で いる 。 し か し 、 世 界 中 の 大 部 分 の 似非 社会 主義 者 に と 
っ て 、 こう し た 状況 は 極め て 厄介 な の で ある 。 な ぜ な ら 、 彼 
ら 似 非 社会 主義 者 が 2 年 半 以 上 に 理 り 主張 し て きた こと を 、 
つま り 発 症 者 数 が ゼロ に な る まで 厳格 で 長期 の ロッ クダ ウ 
ン を 、 中 国共 産 党 は 実行 に 移し て いる か ら で あ る 。 


ICL は 、 2021 年 4 月 以来 、 資本 主義 諸国 の プロ レタ リア 
ー ト が な ぜ ロ ッ ク ダ ウン に 反対 し な けれ ば な ら な い の か 、 
彼ら の 利益 が どの よう に ブル ジョ ア 階 級 支配 と あら ゆる 段 
階 で 衝突 する の か 、 そ し て な ぜ パ ン デ ミッ ク に 対す る 資本 
家 の 対 応 が 労働 者 階級 に よる 自身 の 諸 条 件 を 改善 する い 
か な る 進歩 的 な 闘争 に も 対立 する の か に つい て 、 明確 に 主 
張 し て きた (「 ロ ッ ク ダ ウン を 打倒 せよ !」 日 本 語 版 、2021 
年 7 月 を 参照 ) 。 我々 は 今度 この 基本 的 な アプ ロー チ を 中 
国 に 適用 する 。 我々 の 組織 内 で な され て きた 主張 を 含め 、 
中 国 の ロッ クダ ウン を 支持 し て きた 主 な 主張 は 、 中 国 は 資 
本 主義 国家 で は な いか ら 、 そ の ロッ クダ ウン は 資本 家 た 
ちの ロッ クダ ウン より も 進歩 的 な 性 格 を 持っ て いる と いう 
も の で ある 。 中 国 が 、 経済 の 集 産 化 され た 核 の お か げ で 、 
資本 主義 諸国 で は 不可 能 な 規模 の 資源 を 動員 する こと で 
Covid-19 の 脅威 に 立ち 向かう こと が で きる と いう の は 真実 
で ある 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 資源 は 労働 者 階級 の 利益 
に 従っ て 動員 され る の で は な く 、 そ の 建国 以来 中 華人 民 共 
和 国 を 支配 し て きた 特権 的 な 官僚 カー スト の 利益 に 従っ て 
動員 され る の で ある 。 こう し た 官僚 は 、 1924 年 以来 ソ ビ エ 
ト 連 邦 を 支配 し た 官僚 と 根本 的 に 同じ 性 格 を 持っ て いる 。 
そし て レオ ン ・ ト ロ ツ キー は 最も 適切 に こう し た 官僚 を 分 析 
し て いる 。 彼 は 以下 の よう に 説明 する 。 


「 官 僚 は 文 配 階級 で は な い 。 し か し 、 官僚 体制 の これ 
以上 の 発展 は 新た な 支配 階級 の 登場 を 招く 可能 性 が 
ある 。 た だ し 、 そ れ は 墜落 を 通じ て 有機 的 に で は な 
く 、 反革命 を 通じ て で ある 。 我々 は この スタ ー リ ニス 
ト 機構 の こと を 、 まさ し くそ れ が 果たし て いる 二 重 の 
役割 ゆえ に 中 間 主 義 的 と 呼ぶ 。 も は や マル クス 主義 
指導 部 が 存在 せ ず 、 い まだ 登場 し て こよ うと も し て い 
な い 今 日 に お いて 、 そ れ は それ な り の 方 法 で プロ レタ 
リア 独裁 を 防衛 し て は いる 。 し か し 、 そ の 方 法 は 明日 
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に は 、 敵 の 勝利 を 容易 に する と いっ た 類 い の も の で 
ある 。 ソ 連邦 に お ける スタ ー リ ニズム の この 二 重 の 役 
割 を 理解 し な い 者 は 、 お よそ 何 も 理 解 し て いな い に 
等 し い 。 」 

(『 ソ ビエ ト 国 家 の 階 級 的 性 格 』 、 1933 年 10 月 ) 


官僚 の 社会 的 根源 は 、 孤立 し た 労働 者 国家 の 後進 性 と 
物質 的 な 貧困 と いう 点 に ある 。 全て の 人 々 の 欲望 を 満た す 
に は 生産 諸 力 の 発展 が あま り に 低い な か で 、 官 僚 は 欠乏 の 
調停 者 と し て の その 役割 か ら 権力 を 獲得 し 、 誰が 持ち 誰が 
持た な いか を 決定 する 。 支配 する 資本 家 階級 の 権力 は 生産 
手段 の 所 有 権 に 基づく 。 それ と は 反対 に 、 官 僚 は 集 産 化 さ 
れ た 財産 形態 に 依存 する 寄生 者 と し て 存在 し 、 そ れ 故 に 、 
官僚 の 支配 は 不安 定 で 脆弱 な も の で ある 。 官僚 は 二 つ の 
強力 な 勢力 の 間 で 板挟み と な っ て いる 。 その 二 つ の 勢力 と 
は 、 支 配 する 徒党 の 特権 と 必然 的 に 敵対 する 巨大 な 中 国 プ 
ロレ タリ アー ト で あり 、 また その 目標 が 中 国 を 略 礁 する た め 
に 1949 年 革命 の 獲得 物 (及び 中 国共 産 党 そ れ 自 体 ) の 最 
終 的 な 打倒 で ある 世界 常 国 主義 で ある 。 


官僚 が その 特権 的 地位 を 維持 する に は 、 彼 ら に 制御 で 
き な い 諸 矛 盾 の 均衡 を 保つ よう 余儀 な くさ せる 。 一 方 で 、 
官僚 は 、「 ひ と え に プ ロレ タリ アー ト が 怖い か ら 」( ト ロ ツ キ 
ー) 、 国家 的 所 有 を 防衛 し 続け る 。 他方 で 、 彼 ら は 、 幻想 で 
ある 「 平 和 共 存 」 を 追求 し て 、 譲歩 を 通じ 世界 常 国 主義 と 
窒 和 し よう と する 。 官僚 の 第 一 の 目標 は 常に 、 そ の 特権 的 
地位 を 維持 する 目的 で 、 こう し た 諸 矛 盾 を 操縦 する こと で 
ある 。 こう し た 務め は 、 パン デミ ッ ク の よう に 深刻 な 社会 的 
危機 の 時 代 に お いて 、 特 に 困難 に な る 。 


中 国 で の パン デミ ッ ク に 対す る トロ ツキ スト の 取り 組み 
方 は 、 内 外 に お ける 反革命 の 脅威 か ら 集 産 化 され た 財産 
形態 を 無 条 件 に 防衛 する こと で 始ま る 。 この 取り 組み は ま 
た 、 共産 党 官 僚 支 配 が 、 プ ロレ タリ アー ト を 抑え 、 不 平等 を 
助長 し 、 国際 革命 を 拒絶 する こと に よっ て 、 労働 者 国家 に 
対す る 社会 的 、 経済 的 、 軍事 的 、 そ し て 政治 的 な 脅威 に 油 
を 注い で いる と いう 理解 に 基づい て いる 。 官僚 に よっ て 耕 
され た 肥 浜 な 土壌 か ら 危 機 が 生じ 増大 する と き 、 中 国共 
党 は 先見 の 明 が な い 残 忍 な 方 法 で 反応 する 。 そし て その こ 
と が 同様 に 次 の 危機 の 種 を まく 。 従っ て 、 トロ ツキ スト に よ 
る 労働 者 国家 の 防衛 は 、 パン デミ ッ ク 、 戦時 、 ま た いか な る 
他 の 危機 の いずれ に せよ 、 官 僚 の 政策 を 支持 する こと に 基 
づく の で は な く 、 プロ レタ リア 政治 革命 を 通じ て 反 社 会 主 
義 で 官僚 主義 の 共産 党 徒 党 を 打倒 する 闘争 に 基づく 。 そし 
て こう し た 官僚 支配 を 革命 的 な 真 の レー ニン 主義 党 に 導 か 
れ た 労働 者 評議 会 に 取っ て 代え る 闘争 に 基づい て いる の で 
ある 。 こう し た 展望 は 、 中 国共 産 常に よる 無謀 で 反 プ ロレ タ 
リア の 「 動 態 ゼ ロコ ロナ 」 政策 を 支持 する こと と 明らか に 相 
容れ な い の だ 。 


パン デミ ッ ク の 社会 的 諸 原因 


Covid-19 に よっ て 引き 起こ され た 中 国 の 社会 的 危機 は 、 
腐朽 化し つつ ある 世界 帝国 主義 に よっ て も た ら さ れ た 全般 
的 な 貧困 、 抑圧 、 野 窒 に 根差し て いる 。 そし て 、 人 他 の いずれ の 
国 に お ける と 同様 に 、 こ の 国 で 星 し て いる 危機 の 特定 の 相 角 
は 、 国内 の 社会 的 、 経済 的 諸 条 件 に 由来 する 。 社会 主義 者 を 
自称 する も の は 、Covid-19 の 勃発 に 応じ た 北京 の 「 超 人 的 な 


努力 」 を 歓迎 する 以前 に 、 現在 の 危機 が 根差し て いる 社会 的 
諸 条 件 に 関し て じっくり 考え た 方 が よい か も し れ な い 。 中 国 
の 社会 ・ 生 活水 準 は 過去 数 十 年 で 飛躍 的 に 改善 され て きた 。 
そし て それ は 1949 年 革命 の 獲得 物 に より 可能 と な っ た 。 し か 
し 官僚 の 支配 は 、 生産 力 と 富 の 増大 が 官僚 自身 と 新興 の 国内 
資本 家 階級 の 手 に 不 均衡 に 集中 する こと を 意味 し た 。 この こ 
と は 、 社 会 進歩 を 制限 し て 掘り 崩し 、 現 在 の 危機 の 下地 を 築 
いて いる 。 

官僚 は 当初 か ら 、 医療 体制 の 貧弱 な 状況 を 考え れ ば 、 ロ 
ッ ク ダ ウン が 唯一 の 選択 肢 だ と は っ きり 主張 し て きた 。 中 
華人 民 共和 国 に は 何 十 年 も の 間 、「 社 会 化 さ れ た 困 氏 」 と 
いう 状況 の 下 で 無料 の 人 民 皆 保険 が あっ た 。 し か し 、 数 十 
年 に 旨 っ て 中 国共 産 党 の 相次ぐ 指導 部 が 行っ た 市 場 改 革 
は 、 医療 を 民営 化し て 破綻 状態 へ と 追い や っ た 。 官僚 は 中 
国 市 民 の 95% が 医療 保険 に 加入 し て いる と 主張 し て いる 
が 、 こ れ は 偽り で ある 。 何 億 人 も の 中 国 の 労働 者 や 農民 に 
と っ て 、 医者 の 診察 を 受け る と か 基本 的 な 医療 を 受け る と 
いう の は 、 極 め て 高額 で 悪夢 の よう な こと で ある か 、 た だ 単 
に 不可 能 な こと で ある 。 様々 な 保険 制度 は 通常 、 費用 の ご く 
一 部 し か 負担 し て いな い 。 そし て 家族 が 一 生か け て 蓄え た 
貯金 を 治療 の た め に 支払 わな けれ ば な ら な いこ と は 普通 で 
ある 。 


農村 部 で は 、 多 く の 地 域 で 基本 的 な 医療 イン フラ すら 
整っ て いな い 。 ひど く 嫌 われ た 「 戸 口 」 と いう 戸籍 制度 は 、 
都市 部 に お ける 圧倒 的 多数 の 出稼 ぎ 労 働 者 が 、 働 いて い 
る と ころ で ほとん ど あ る い は 全く 治療 を 受け て いな いこ と 
に 等 し いこ と を 意味 する 。 中 国 で は 医師 の 数 が 極め て 低い 
(2017 年 に は 、 1.000 人 当たり 医師 2 人 、 そ れ に 比べ て 米 
国 で は 医師 2.6 人 、 欧州 連合 (EU) で は 医師 4.9 人 ) 。 看護 
師 の 数 も 少な い (1.000 人 当たり 看護 師 2.7 人 、 そ れ に 対し 
て 米国 で は 看護 師 15.7 人 、 EU で は 看護 師 9.1 人 ) 。 さら に 救 
命 救急 用 ベッ ド 数 も 少な い (10 万 人 に 対し て 3.6 床 、 そ れ に 
対し て 米国 で は 25.8 床 、EU で は 11.5 床 ) 。 2019 年 に 、 中 国 
で は 一 人 当たり 535 ド ル を 医療 に 費やし た の に 対し て 、 米国 
で は 約 12.000 ド ル 、 欧州 で は 3.500 ド ル で あっ た 。 
医療 資源 の 不足 は 、 医療 制度 が 汚職 や 不当 利得 で 溢れ る 
こと を 意味 する 。 官僚 は 、 実際 の 医療 サー ビス の 不足 を 埋め 
合わ せる た め に 、 特 に 農村 部 で 伝統 医学 を 公然 と 推進 し て い 


る 。「 中 国 の 特色 ある 社会 主義 ] の 地 で は 、 適切 な 医療 は 資 
本 家 と 特権 官僚 だ け に 用 意 さ れ て いる 。 その 一 方 で 、 貧 しい 
人 々 は 治療 可能 な 病気 で し ば し ば 容易 に 死亡 する 。 


医療 制度 を 荒廃 させ る な か で 、 市 場 改革 は また 、 都 市 
部 の 不動 産 を も 民営 化し た 。 不動 産 は 、 最近 の 恒 大 集団 
の 破綻 に 典型 的 に 示さ れ た よう に 、 投機 を 唯一 の 目的 と す 
る 寄生 的 な 企業 の 管理 下 に ある 。 多く の 都市 で 働く 人 々 
に と っ て は 、 住 宅 は 途方 も な く 高 価 な も の で ある 。 この こと 
は 、Covid-19 や 他 の 病気 の まん 延 を 余儀 な くさ せる 過密 で 
不 衛生 な 生活 状況 を も た ら す の で ある 。 


Covid-19 の まん 延 を も た らし 、 また 働く 人 々 の 健康 に 一 
般 的 に 影響 を 与え る 他 の 要因 は 、 職場 で ある 。 市 場 改革 の 
中 心 と な っ た の は 、 外資 に よる 投資 へ の 中 国 の 開放 、 そ し て 
中 国共 産 党 の 装 励 を 通じ た 国内 資本 家 階 級 の 意図 し た 発 
展 で ある 。 この 政策 の 主 な 諸 結 果 の 一 つ は 、 何 億 も の 農民 
を プロ レタ リア ー ト へ と 移行 し た こと で ある 。 この こと は 歴 
史 的 に 見 て 進歩 的 な 発展 で ある 一 方 で 、 こ うし た 労働 者 は 
資本 家 企 業 に と っ て 安価 な 労働 力 の 膨大 な 予備 要員 を 構 
成 し て いる 。 


中 国 で は 、 週 72 時 間 労 働 と いう 悪質 な 「996」 制度 に 見 
られ る よう に 、 過酷 な 労働 諸 条 件 が まん 延 し て いる 。 そし 
て 前 例 の な い 中 国 の 隆盛 は 、 労働 者 の 超 搾 取 に よっ て 拍車 
が か けら れ て いる 。 国有 企業 も この 厳し い 労 働 条 件 を 免れ 
て いな い 。 多く の 職場 は 準 軍事 的 な 労働 制度 の 下 で 運営 さ 
れ て いる 。 これ は 中 国共 産 党 の 統制 下 に ある 労働 組合 や 諸 
企業 内 の 党委 員 会 に より 承認 され 実行 され て いる 。 労働 者 
は 、 こ うし た 制度 下 で は 言う まで も な く 、 安全 衛生 と か 全般 
的 な 労働 諸 条 件 に つい て 何ら 発言 権 を 持っ て いな い 。 失業 
と ホー ムレ ス は 人 民 共 和 国 に お ける 日 常 的 な 災い の 種 で あ 
る 。 官僚 に よる 経済 管理 の 不正 や 失態 そし て 際限 の な い 資 
本 家 の 略 奪 に よっ て 引き 起こ され た 大 気 汚染 が 、 大 都市 で 
問題 し な っ て いる 。 その た め 呼 吸 碧 系 疾患 が ほとん どの 国 
より 逢 か に 高い 比率 で 発生 し て いる 。 この こと は 、 大 部 分 の 
人 々 を Covid-19 の 合併 症 の より 大 き な 危 険 に さら し て いる 
の で ある 。 


こう し た こと は Covid-19 の 勃発 で 火 が つい た 一 触 即 発 
の 危機 的 状況 で ある 。 コロ ナ 自 体 の 発端 に つい て 、 いま だ 
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それ を 巡っ て 激しい 論争 が 続い て いる 。 官僚 は 、「 ラ ボ 流 
出 」 説 が 真っ 赤 な 嘘 で あり 陰謀 論 だ と 頑強 に 主張 し て い 
る 。 イン ター ナシ ョ ナリ スト ・ グ ルー プ G) は 、 中 国共 産 
党 を 弁護 する な か で 、 こ の 説 に 反対 し て 長い 記事 を 書い て 
いる 。 そし て 、 官僚 の 話 に 何ら か の 疑い を さ し は さむ の は 中 
国 を 攻撃 する こと だ と 、 ほのめかし て いる (「 武 漢 を 巡る 米 
国 の 大 嘘 は 戦争 プロ パガン ダ で ある 」 、internationalist. 
org、 2021 年 12 月 ) 。 Covid-19 の 発端 に つい て は 、 科学 的 
コン セン サス は 何ら 存在 し な い 。 し か し 、 た と え こ の 感染 症 
が 武漢 の 野生 動物 食品 市 場 に 端 を 発する と いう IG と 中 国 
共産 党 の 推奨 する 説 を 採用 する に し て も (そし て これ が 最 
も あり そう な こと だ が ) 、 そ れ で も や は り 官 僚 に 罪 が ある の 
に 変わ り は な い の だ ! ウイルス 予 防 策 や 管理 の 欠如 、 そ し て 
非常 に 密 な 都市 部 に お ける 野生 動物 の 混在 は 、2002 年 の 
重症 急性 呼吸 器 症候 郡 (SARS) の よう に 、 過去 に お いて す 
で に 感染 症 の 勃発 の 原因 と な っ て いる 。 Covid-19 の 勃発 は 
「 天 災 」 で は な く 、 主 要 な 都市 中 心 部 で 生き た コウ モリ を 
販売 する 野生 動物 市 場 へ の 厳し い 取 り 締 まり か ら 始 め る な 
か で 、 完全 に 防止 する こと が 可能 だ っ た 。 


中 国共 産 常 と その 弁護 者 た ち が 喧 伝 する 誤っ た 見 解 
は 、 共産 常に よる ロッ クダ ウン と 諸 政 策 が パン デミ ッ ク に 立 
ち 向 か うた め の 最 善 か つ 唯 一 の 解決 策 で ある と いう も の で 
ある 。 真実 は 、 現在 の 経済 的 、 社会 的 、 健康 危機 は 実際 、 
大 い に 官 僚 に よる 政策 の 結果 だ と いう こと で ある 。 


パン デミ ッ ク の 社会 的 諸 原 因 と いか に 取り 組む べき か 


根底 に 横たわる 危機 の 社会 的 庄原 因 に 取り 組む べき 最 優 
先 の 方 策 は 、 中 国 国内 の 不平 等 を 劇 的 に 縮小 し 、 生活 諸 条 
件 を 一 層 改 善 す る た め 諸 資源 を 再 分 配 す る こと で ある 。 例え 
ば 、 資本家 階級 を 一 掃 し 官僚 の 富 を 没収 する こと は 、 医 療 制 
度 の 大 規模 な 改善 に 資金 を 供給 する の を 、 特 に 農村 諸 地域 
に 供給 する の を 可能 に する だ ろう 。 これ は 、 平 等 主義 に 基づき 
可能 な 最も 質 の 高い 無料 の 医療 を 提供 する と いう 短期 的 な 
目的 を 持っ て いる 。 生活 諸 条 件 は 、 社会 的 要求 に 応じ て 即座 
に 住宅 戸数 を 再 配分 し 、 広い 人 脈 を 持っ た 官僚 で は な く 労 働 
者 に 特権 を 与え る こと で 改善 され うる だ ろう 。 安全 な 職場 を 
確保 する た め に は 、 労働 者 は 安全 衛生 の 管理 を 必要 と する 。 
し か し 、 こ うし た 初歩 的 で 最も 重要 な 諸 方 策 の 全て が 官僚 制 
と 直接 衝突 する の で ある 。 これ は 単に 、 そ うし た 諸 方 策 が 朋 
十 年 に 旨 る 破産 し た 政策 を 公然 と 拒否 し た こと を 意味 する だ 
け で は な い 。 より 根本 的 に は 、 こ れ ら の 諸 方 策 が 官僚 の 利益 
に 直接 対立 する か ら で あ る 。 官僚 の 全 存 在 が 、 労働 者 階級 と 
農民 を 犠牲 に し て 、 官僚 自身 の 物質 的 利益 を 確保 する こと に 
基づい て いる の で ある 。 さら に 、 多く の 個々 の 官僚 た ち は 、 資 
本 家 と 血縁 関係 に あっ た り 、 ある い は また 彼ら 自身 資本 家 で 
あっ た りす る の で ある 。 


既存 の 諸 資 源 の 再 分 配 が 差し 迫っ た 救済 を 提供 で きる 
一 方 で 、 中 国 の 物質 的 後進 性 を 打ち 破る 唯一 の 解決 は 、 社 
会 主義 革命 の 国際 的 な 拡大 、 特 に 和 常 国 主義 諸国 へ の 拡大 
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で ある 。 社会 主義 へ の 移行 は 国際 的 な 計画 経済 に よっ て の 
み 確 実に 実現 する こと が で きる 。 そし て この 計画 経済 に お 
いて は 、 帝 国 主義 の 脅威 が 取り 除 か れ 、 発展 が 最も 高い 水 
準 の 技術 と 労働 生産 性 に 基づい て いる 。 そう し た 技術 と 労 
働 生産 性 は 現在 、 最も 強力 な 常 国 主義 諸国 に よっ て 独占 さ 
れ て いる の で ある 。 こう し た 展望 は 、 中 国 と 国際 的 な プロ レ 
タリ アー ト の 草 命 的 な 動員 を 通じ て の み 実 現す る こと が で 
き 、 特 権 的 な 官僚 カー スト の 打倒 に 導く 諸 勢 力 を 解き 放つ 
だ ろう 故に 、 ス ター リ ニ ス ト 官 僚 制 に 正 に 対立 する 展望 で 
ある 。 これ こそ スタ ー リ ン 主 義 の 特質 が 常に 「 一 国 社会 主 
義 」 建設 と いう 綱領 に な っ て いる 理由 で あり 、 そ れ は 「 中 国 
は 革命 を 輸出 し な い 」 と いう ドグマ と 密接 に 関連 し て いる の 
で ある 。 


この 反 マ ルク ス 主 義 の 綱領 は 官僚 の 立場 と 利益 を 反映 し 
て お り 、 明らか に 和 帝国 主義 を 寄 め る た め に 考え 出さ れ た も の 
で ある 。 社会 主義 建設 を 定め られ た 国境 内 に 限定 する こと 
は 、 労働 者 国家 が 国際 資本 主義 秩序 に 対し 脅威 で は な いこ 
と を 帝国 主義 諸 大 国 に 誓約 する こと で ある 。 この 綱領 は 、 中 
(1927 年 ) 、 ドイ ツ (1933 年 ) 、 フ ラン ス (1936 年 と 1968 
年 ) 、 スペイン (1937 年 ) 、 イ ンド ネシア (1965 年 ) に お ける 
革命 や さら に 多く を 絞殺 する こと へ と 導い た の だ 。 し か し 、 ト 
ロ ツ キー は ソ連 邦 に 関し て 次 の よう に 説明 し た 。 

「 ブ ル ジ ョ アジ ー に と っ て は (ファ シス ト に し て も 民主 
主義 者 に し て も ) 、 スタ ー リ ン の 個々 の 反革命 的 功績 
な ど 、 まる で 問題 で は な い 。 ブル ジョ アジ ー は 所 有 関 
係 に お ける 完全 な 反革命 と ロシア 市 場 の 開放 を 必要 
と し て いる 。 そう いう 事態 に な ら な い 限 り 、 ブ ル ジ ョ ア 
ジー は ソビエト 国家 が ブル ジョ アジ ー に 敵対 的 で ある 
と 考え る 。 これ は 正しい の で ある 。 」 

(『 労 働 者 国家 で も な く ブ ル ジ ョ ア 国 家 で も 
な い ?』、 1937 年 11 月 ) 

これ は 完全 に 中 国 に 適用 し 、 中 華人 民 共 和 国 に 対す る 
新た な 米国 主導 に よる 帝国 主義 の 動力 の 中 心 と な っ て い 
る 。 共産 党 官 僚 が 、 い か に 「 信 頼 」 で き 「 穏 健 」 だ と 自身 を 
示 そ うと 、 また どん な に 中 国 の 労働 者 階級 を 弾圧 し よう と 、 
国際 ブル ジョ アジ ー の 目 か ら 見 れ ば 、 官 僚 は 常に 社会 革命 
の 色 に 染め られ て いる の だ ろう 。 共産 党 は 、 中 国 革命 の 獲 
得 物 を 確保 する どこ ろか 、 そ の 獲得 物 の 防衛 を 真 に 保証 す 
る 唯一 の 方 法 を 、 つ まり 草 命 の 国際 的 な 拡大 を 拒否 し て い 
る の で ある 。 この トロ ツキ ズム の 基本 的 土 全 は 、 1991-92 
年 に ソビエト 連邦 を 破壊 し た 資本 主義 反革命 に より 否定 的 
な か た ち で 決定 的 に 証明 され た 。 中 国 に お いて も 同様 に 、 
共産 党 官 僚 支 配 が 一 掃 さ れ 革 命 的 な 指導 部 に 取っ て 代え 
られ る か 、 あるいは 反革命 が 新た な 「 屈 辱 の 世紀 」 を も た 
ら す か 、 い ずれ か に な る だ ろう 。 


中 国共 産 党 に よる 対応 


中 国共 産 党 と その 弁護 者 た ち は 、 中 国 に よる 「 動 態 ゼ ロ 
コロ ナ 」 の 取り 組み を 称賛 し て いる 。 共産 党 の 報道 に 見 ら 
れる 無数 の 例 の 一 つが ここ に ある 。 

「 中 国外 交 部 の 注文 交 報 道 官 は 、 金 曜日 の 定例 記者 
会 見 で 、 中 国 が 動態 ゼロ コロ ナ の 取り 組み を 採用 し た 
理由 に つい て 次 の よう に 述べ た 。『 我 々 は 14 億 人 の 生 
命 と 健康 を 何より を 先 に 優先 させ る 。 それ は 、 我 が 人 


民 と その 生命 を 守る こと を 最 優 先 に する と いう 、 中 国 
共産 党 と 中 国政 府 の 統治 理念 の 証し で ある 』 。 」 
(『 環 球 時 報 』 、2022 年 6 月 19 日 ) 
中 国共 産 党 が 党 の 「 成 功 」 を 勝ち 誇る た め に 利用 する 
基準 は 、 低 い 死亡 率 、 中 国 国内 で の ウイ ルス 抑え 込み 、 そ し 
て 継続 する 経済 成長 で ある 。 も し 全 取 り 組 み が こ うし た チェ 
ッ ク ボ ックス に 印 を 入れ る こと で 決ま る の な ら 、 共産党 は 
実際 立派 に や っ た と いう こと に な る 。 
し か し 、 こ れ は 草 命 家 が 労働 者 国家 の 成功 や 和 失敗 を 評 
j す る 方 法 で は な い 。 スタ ー リ ニス ト 官 僚 が ソ連 邦 の 工業 
化 と うま くい っ た クラ ー ク ( 富 農 ) の 一 掃 を 自慢 し た こと に 
応え る な か で 、 トロ ツキ ー は 次 の よう に 説明 し た 。 
「 国 の 運命 を その よう な 規模 で その 手 に 集中 し て い 
る よう な 政府 は 世界 に は 他 に な い 。 個々 の 資本 家 の 成 
功 や 失敗 は 、 も ちろ ん 完全 に で は な く 、 こ と ご と く で は 
な い に し て も 、 極めて 著しい 度合 いで 、 と き に は 決定 
的 な 度合 い に お いて 、 資本 家 個人 の 資質 に か か っ て い 
る 。 Mutatis mutandis (必要 な 変更 を 加え て ) 、 ソ ビ 
エト 政府 は 資本 家 が 個々 の 企業 に 対し て 占め て いる 
よう な 地位 を 経済 全体 に 対し て 占め て いる 。 国民 経済 
が 中 央 集権 化 さ れ て いる と いう 性 格 は 、 国 家 権力 を 
巨大 な 意義 の ある 要因 へ と 転化 する 。 し か し だ か ら こ 
そ 、 政府 の 政策 は 総括 の 結果 に よっ て で は な く 、 た ん 
な る 統計 数 字 に よっ て で は な く 、 そ うし た 結果 を 達成 
する うえ で 意識 的 な 予見 や 計画 的 指導 と いう も の が 
果たし た 特殊 な 役割 に よっ て 判断 され な けれ ば な ら 
な い の で ある 。 」 (強調 は 我々 に よる も の ) 
(『 裏 切ら れ た 革命 』 、1936 年 ) 


中 国共 産 党 に よる パン デミ ッ ク へ の 対応 は 、「 意 識 的 な 
予見 や 計画 的 指導 」 と いう 尺度 で 計る な ら ば 、 あら ゆる レ 
ベル で 和 失敗 で ある 。 す で に 述べ た よう に 、 相次ぐ 共産 党 体 
制 の 諸 政 策 は 、 新 し い 危 険 な ウイ ルス の 出現 、 そ の 流行 性 
レベ ル へ の 急速 な 増大 、 そ し て 医療 制度 の 崩壊 と いう 様々 
な リス ク を 大 い に 高め て きた 。 ウイ ルス 勃発 以降 の 共産 党 
に よる 対応 に つい て 、 そ の 行動 は あら ゆる 段階 で 危機 を 悪 
化 さ せ た 。 

武漢 に お ける Covid-19 の 勃発 に 対す る 直後 の 中 国共 産 
党 に よる 反応 は 、( 前 述 し た 『Workers Vanguard』 の 親 
共産 党 の 記事 に よっ て さえ ) 広く 認識 され て いる よう に 、 隠 
蔽 、 否 認 、 そ し て 警鐘 を 発し た 人 々 へ の 厳し い 取 り 締まり と 
いう も の で あっ た 。 武漢 の 病院 で 患者 が 溢れ か えり 、 人 
々 の 不満 が 高まる な か 、 ウ イル ス が 重大 な 社会 危機 を 引き 
起こ し つつ ある こと が 明らか に な る や 、 共産 党 は その 態度 
を 一 変 さ せ 、 極め て 厳し い 措置 を 導入 し 、 流行 を 抑え る た め 
大 量 の 資源 を 動員 し た 。 
官僚 に よる 対策 は ウイ ルス の 伝播 を (一 時 的 に ) 確か に 
抑え て いる 。 これ は 、「 人 民 を 救う 」 と いう ある 種 の 道徳 的 
油 身 に よっ て 推進 され て いる の で は な く 、 ウ イル ス に より 浮 
き 彫 り に され 悪化 し た 社会 的 諸 矛 盾 を 抑え 込む 必要 性 に よ 
っ て 推進 され て いる 。 Covid-19 は 、 よ り 良 い 医 療 、 住 宅 、 労 


三 + 


けり 我々 は 1IC に よる 2021 年 12 月 の 「 ラ ボ 流 出 」 説 の 記事 の 中 で 約束 され た 記事 
を 切 に 待ち 望ん で いる 。 その 記事 は 、「 北 京 が 、 早 い 段 階 で ら く 、 パン デミ 
ッ ク が あっ た と いう 事実 を 隠し 、 過ち を 隠蔽 し 、 パ ン デ ミッ ク に 関す る 情報 を 
抑圧 し た 。 」 と いう 「 大 うそ 」 を 明らか に 暴露 する だ ろう 。 


働 諸 条 件 と いっ た プロ レタ リア ー ト の 社会 的 、 経済 的 な 必 
要 物 を 差し 迫っ た か た ち で 突き つけ た 。 し か し 、 こう し た 必 
要 物 は 中 国 の 現実 と 衝突 し た 。 その 現実 と は 、 欠乏 、 官 僚 
主義 、 不 平等 、 そ し て 寄生 的 政治 体制 に 苦し め ら れ て いる 
孤立 し た 労働 者 国家 の 現実 で ある 。 


労働 者 階級 に と っ て 提起 され た こと は 、Covid-19 に よ 
る 脅威 へ の 差し 迫っ た 闘い を 、 危機 の 根源 に ある 社会 状況 
を 解決 する 闘争 に 結び 付け る こと だ っ た 。 官僚 に と っ て 突 
き 出さ れ た こと は 、 社 会 の 安定 を 維持 する た め に 感染 勃発 
を 封じ 込め る こと で あり 、Covid-19 へ の 対応 に つい て 中 国 
共産 党 の 政治 的 統制 を 確保 する こと だ っ た 。 そし て 主 と し 
て 、 共産 党 支 配 に 問題 と な る 労働 者 階級 の どん な 社会 的 願 
望 を も 打ち 砕く こと で あっ た 。 これ ら は 、Covid-19 の 勃発 
に 対す る 官僚 の 対応 を 導い て いる 政治 的 思考 だ っ た の で あ 
り 、 い まだ そう で ある 。 新しい 要素 が 一 つ あ る 。 それ は 、 習 
近 平 率 いる 共産 党 の 「 優 位 性 」 と 「 全 知 全 能 」 を 証明 する 
「 動 態 ゼ ロコ ロナ 」 政策 に これ だ け 頑 強 に 執着 し た 以上 、 
政権 の 信用 を 大 きく 和 失わ な い 限 り 、 後 戻り は で き な い と い 
うこ と で ある 。 と は 言え 、 共産 党 に よる 政策 の 破滅 的 な 諸 
結果 が 積み 重なる な か で 、 官 僚 は 、 ス ター リ ニ ス ト の ジグ ザ 
グ が 特徴 的 で ある よう に 、 方 向 の 完全 な 転換 を 余儀 な くさ 
れる こと は 大 い に あ りう る 。 


中 国共 産 党 は 、 そ の 政策 が 人 民 を 守る た め に 導入 され て 
いる の だ と 主張 し て いる 。 し か し 、 な ぜ 人 民 が 自分 の 意思 
に 反し て 強制 的 に 自宅 に 閉じ 込め られ た り 、 ドロ ー ン や ロボ 
ッ ト や 居民 委員 会 の 監視 下 に さら され る の で あろ うか ? 人 
民 が 批判 や 不平 や 提案 を する と 、 な ぜ 全 面 的 な 検 関 や 時 
に は 投獄 に さら され る の で あろ うか ? 労 働 者 が 工場 に 閉じ 
込め られ 、 帰宅 を 妨げ られ て いる の は 人 々 の た め な の か ? 
も し 「 動 態 ゼ ロコ ロナ 」 が 「 人 民 の た め 」 で ある と され る の 
な ら 、 な ぜ そ れ が 人 民 に 逆らっ て 実行 され て いる の か ? 


答え は 簡単 で ある 。 共産 党 官 僚 の 全 存在 が 人 民 を 抑圧 
する こと に 基づい て いる か ら で あ る 。 官僚 に よる 特権 の 薔 
積 は 完全 な 鐘 盗 で あり 、 社 会 主義 の あら ゆる 諸 原 則 に 反 す 
る 権力 の 乱用 で ある 。 その 支配 は 統治 機構 の 絶対 的 な 政 
治 支配 に 基づい て いる の で 、 労働 者 の 必要 物 や 利益 の い 
か な る 独立 し た 現れ も 、 必然 的 に スタ ー リ ニス ト 官 僚 制 の 
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正当 性 に 挑戦 する こと に な る の で ある 。 共産 党 官僚 は 労働 
者 に 自分 の 意見 を 語ら せる わけ に は いか な い 。 な ぜ な ら 労 
働 者 の 口 か ら 真 っ 先 に 出る 言葉 は 、 不 平等 と 官僚 に よる 経 
済 管 理 の 不正 や 失態 そし て 政治 的 弾圧 へ の 非難 だ ろう か 
ら で あ る 。 官僚 は 、 そ れ 自 身 の 維持 の た め に 、 労 働 者 大 衆 
か ら の いか な る 独創 力 、 批判 的 思考 、 建設 的 な アド バイ ス 
を も 抑え る の で ある 。 


中 国共 産 党 は 実際 死亡 率 を 低く 抑え 続け る こと に 成功 
し て きた 。 し か し 、 こう し た 統計 が 隠蔽 し て いる の は 、 官 僚 
の 諸 政 策 に よっ て 引き 起こ され た 真 の 恐怖 で ある 。 統計 
は 、 何 億 も の 人 々 が 、 適切 な 食料 、 医 薬品 、 そ の 他 の 基本 
的 な 必需 品 な し に 、 何 週間 も 続け て 自宅 に 締め られ た こと 
を 隠し て いる の だ 。 病院 は 患者 で 溢れ か えり 、 治 療 を 拒否 
し 、 医 療 従事 者 は 極限 状態 に 追い 込ま れ て いた 。 悪夢 の よ 
うな 恐ろし い 隔 離 セ ンタ ー へ 監禁 され 、 子 供 が 両親 か ら 引 
き 離 され る こと を 含め 家族 が 離散 させ られ た 。 労働 者 は 機 
械 に つなが れ 、 工 場 に 締め られ た 。 失業 と 中 小 企業 の 壊 
滅 。 検 開 が 広まり 、 全 て の 情勢 ・ 状 態 に 疑問 を 発し た 人 は 
だ れ も が 逮捕 され た 。 これ ら 全 て は 「 中 国 の 特色 ある 社会 
主義 を 建設 する と いう 名 の 下 に 行わ れ た の だ 。 それ は た 
だ 、 労働 者 と 貧困 者 た ちの 目前 で 社会 主義 の 信用 を 失墜 さ 
せ 、 反革命 の 陣営 を 助け る の に 役立ち うる だ け で ある 。 


トロ ツキ スト の 回 答 

中 国共 産 党 の 嘘 と は 反対 に 、 官僚 に よっ て 課さ れ た 
過酷 で 反 プ ロレ タリ ア の 方 法 な し に 、 人 々 の 健康 を 守 
りこ の 人 民 共 和 国 を 防衛 する こと は 、 完 全 に 可能 で あ 
る 。 Covid-19 と 闘う こと は 必然 的 に 政治 的 な 任務 で ある 。 
共産 党 は 、 中 国民 族 主 義 と 習 近 平 の 無 誠 性 へ の 支持 の 下 
に 人 々 を 動員 し た 。 トロ ツキ スト は 、 Covid-19 に 対す る 闘争 
は 資本 主義 諸国 に お ける 社会 主義 革命 、 反革命 に 対す る 中 
国 の 無 条 件 防衛 と スタ ー リ ニス ト 官 僚 を 放 遂 する 政治 革命 
と いう 旗印 の 下 で 開始 する 。 下記 に 記し た こと こそ 真 の 共産 
主義 者 が 中 国 で 闘わ な けれ ば な ら な いこ と が ある 。 

ロッ クダ ウン を 打倒 せよ ! 直ちに 義務 化し た ワク チン 接 


種 を ! 共産 党 官 僚 は 、 際限 な く 集団 検査 を 行う な か で 、 進 
ん で 数 百 万 人 を 何 ヶ 月 も 閉じ 込め て いる が 、 し か し 全 住 民 
へ の ワク チン 接種 と いう 基本 的 な 対策 を 取 ろ うと さえ し て 
いな い 。 上 海 は 2 ヶ月 以上 の 間 過 酷 な ロッ クダ ウン の 下 に 置 
か れ て いた が 、60 歳 以上 の 人 々 の 38% が 必ず し も 完全 に ワ 
クチ ン 接 種 を し て いな か っ た 。 

労働 者 に よる 安全 衛生 と 生産 の 管理 を ! 労働 者 は 何 が 
安全 か 、 い か に 工場 が 運営 され る べき か の 決定 者 と な ら な 
けれ ば な ら な いし 。 軽 蔵 さ れる べき 障害 物 の 官僚 や 吸血 資本 
家 で は な い 。 官僚 支配 か ら 解 放さ れ 、 集 産 化 さ れ た 財産 の 
防衛 と いう 立場 に 立つ 労働 組合 を ! 

生産 者 と 消費 者 の 利益 の た め 全 面 的 な 計画 経済 の 修正 
を ! こ の こと は 、 労働 者 に 良質 な 住宅 供給 は も ちろ ん 、 全て 
の 人 々 に 無料 の 医療 と 教育 提供 の 体制 を 保証 し な けれ ば 
な ら な い 。 戸 昌 (戸籍) 制度 を 廃止 せよ ! 


国内 の 資本 家 階 級 を 収 稚 せ よ ! こ うし た 擁 取 者 は 、 共産 
党 官 僚 よ っ て 培養 され た 資本 主義 反革命 の 萌芽 で ある 。 香 
港 の 大 物資 本 家 た ち を 収 稚 する こと に より 「 一 国 一 制度 」 
政策 を 終ら せよ ! 


世界 の 労働 者 よ 、 団結 せよ ! 中 国 の 労働 者 階級 の 同盟 
者 は 、 国際 的 な プロ レタ リア ー ト で あり 、 そ し て 決定 的 に 重 
要 な の は 帝国 主義 の 中 心 国 で ある 米国 、 ド イツ 、 日 本 の プ 
ロレ タリ アー ト で ある 。 官僚 に よる 帝 国 主義 者 へ の 調停 と 
屈服 と いう 反動 的 な 国際 政策 は 、 プ ロレ タリ ア 国 際 主 義 の 
政策 へ と 置き 換え られ な けれ ば な ら な い 。 北京 の 全て の 外 
交 文書 を 公開 せよ 。 秘 審 外 交 を 打倒 せよ ! 


スタ ー リ ニス ト 官 僚 を 放 遂 せよ ! 再度 毅 え 打 ち 固 め ら れ た 
第 凹 イ ンタ ー ナ ショ ナル の 一 部 と し て 、 レー ニン 主義 的 平等 
主義 の 党 を ! 中 国 の 労働 者 と 農民 が 前 進 す る 道 は 、 レー ニン 
と トロ ツキ ー の 道 で あり 、 毛 沢 東 と か スタ ー リ ン の 道 で は な 
い 。 これ こそ 、 偉大 な 1917 年 の 十 月 革命 を 手 本 と する ソビエト 
民主 主義 と 革命 的 国際 主義 と いう こと な の で ある ! 


天天 天天 天 
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